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眺めたいと思った．（……．）最後に，私にはかねて秘かな願
いがあった．それは唯一回限りであるこの自分の生を徹底的に生きたい，というえたいの知
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のだということ（……）．10）
「すでにその未知の事態に自分がのめりこんでいる























































































































































































































活の早い時期（1952 ～ 3 年頃），リルケに触れてからである．森有正自身，そのことを，次のよ
うに述べる．





































































































































































































































は，筆者の訪問は 1979 年 9 月であり，この日記が二宮正之によって翻訳されてはじめて公刊さ






































































































































































































































































































































































































































　薔薇，おお！　純粋な矛盾　　　ROSE, oh reiner Widerspruch, Lust
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，言葉に出る
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